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東京大学都市デザイン（西村・北沢）研究室

東京を創った男・後藤新平

23日には、来日メンバーが東京を見学しての感想と疑問を発表し、デザ研メンバーと議論
する場が持たれた。その中で「日本の登録文化財制度が弱いのではないか」、「表参道の商
業ビルは近隣に配慮していないのではないか」等の指摘が飛び交い、助教に劣らずデザ研の
学生達も積極的に議論に参加していた。
 短い時間ではあったものの、互いに打ち解け再会を誓うなど新たな研究室のつながりがで
きた、実りある交流の機会となった。

14号館10階にて記念撮影

都市への想いは国境を越えて
    　　　－ニューメキシコ大学との交流－

M1 大道亮

客員教授であるリーブス先生の所属するニューメキシコ大学から教授と学生が来
日し、5月17，23日の2日にわたり、デザ研メンバーとの交流の場が持たれた。
 17日は、それぞれの研究内容やプロジェクトの発表の後、夜には会食会も行われ
た。来日した面々は考古学からランドスケープ学、博物学と専門が幅広く、お互い
にプロジェクトに興味を持ち、国境を越えて話を弾ませていた。

左/802会議室にて各々の研究・プロ
ジェクトを紹介　中央/リーブス先
生から蔵書をいただく西村先生右/
ニューメキシコ大学のメンバー。ユ
ーモア交えた発表と、デザ研のプロ
ジェクト発表に熱心に聞き入る

5月20日の夜、NHK教育テレ
ビのETV特集に、西村先生が
出演された。題材は後藤新
平。先生のナビゲーションで
私も後藤新平の足跡をたど
り、彼の構想力と先見の明に
改めて驚かされた。
　番組中で先生がおっしゃっ
たように、現在特段意識する
ことなく通っている道や橋
も、新平の不断の努力によっ
て築かれたものが多い。新平
の計画がなかったら、今の東
京はどれだけ病んだ都市にな
っていただろうか。想像もつ
かない。新平の目は確実に50
年後、100年後を捉えてい
た。
　新平の死から80年が経とう
としている今、彼が残したも
のにも綻びが出始めている。
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震災復興で区画整理されたエ
リアは、機能こそあれ情緒の
ない街並みになってしまっ
た。最近の建築物の高層化が
無機質化に拍車をかけている
のかもしれない。
　新平が残した成果と課題は
私たちが引き継ぐことにな
る。私たちも50年後、100年
後を観る目を持って都市に臨
みたい。

院試の面接にて英語が大幅に改
善の余地ありと言われ、院でのテ
ーマは海外経験を積むことに。日
本と韓国しか知らない僕にはすべ
てが新鮮でした。
　メルボルン大の生徒もアイディ
アを出すことに真剣で柔軟であ
り、西村先生のおっしゃる「日本
の常識は世界の常識ではない」こ
とも体験できました。　
  新年度スタートの時期に不在と
いう形になり研究室の皆様には大
変なご迷惑をおかけしましたが、
おかげ様で貴重な経験を得ること
ができました。ありがとうござい
ました。

しかしこのままの英語力だと
「こいつ本当に働いてきたの
か」と思われてしまうので、勉
強するとともにこのような機会
がまたあればぜひ参加させて頂
きたいと思っておりますので、何
か話がありましたら教えてくださ
いませ。

メルボルン大との
協同ワークショップに参加

M1 鈴木惇也

西村先生と共に辿る功績



2007年度第2～4回研究室会議 情熱は太平洋を越えて

塩澤新編集長 誕生
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－宋さん壮行会－

4月27日そして5月8日、21日、802会議室において研究室会議が行わ
れた。発表者は博士課程4名、M2 8名の計12名。いずれも本年度初の
研究発表であり、両教授はもちろん、助教陣や博士からも意見が飛
びかい、論文執筆の方向性を固める上で有意義なものとなった。

※本年度より研究室会議議事録がブログ化されています。
質疑応答の概略など、より詳しい情報を得たい方はこちら
をご覧ください。
http://blog.goo.ne.jp/urbandesign/

発表題目は以下の通り。

■4月27日研究室会議

  Dr.韓昊英「Implementation Strategies for Urban Growth 
Management in China - a Case Study of Beijing」
　M2鄭一止「住民まちづくりによる歴史的街並みづくりへの可能性に
関する研究　－韓国ソウル北村地域の韓屋まちを事例にして－」
　Dr.田中暁子「シャルル・ビュルスの都市設計思想　1881-1914－ブ
リュッセル旧市街地における都市保全手法」
　Dr.永瀬節治「＜参詣都市＞の近代における空間構造の変容と景観
形成（仮）」

■5月8日研究室会議

　Dr.岡村祐「わが国における眺望景観保全施策の体系化とその運用
実態に関する研究」
　M2石井宏典「小豆島・醤の郷（ひしおのさと）のまちづくりの研究
－登録文化財制度を利用した工場施設群の保全事例」
　M2伊藤雅人「都市ウォーターフロントにおけるオープンスペースに
関する研究－東京都臨海部をケーススタディとして」
　M2奥田紘子「大規模開発に伴って創出される公園および公園的空間
の公共性に関する研究」
　M2塩澤諒子「近代以降の広場空間認識に関する史的研究」

■5月21日研究室会議

　M2ファズリ・ビンズビ「Designing for a New Urban Image: A 
Study on Odaiba Waterfront City's Design Approach」
　M2ポンサン・ウェティエンプラッド「日本における常設屋台の系譜
とまちづくりへの展開に関する研究（仮）」
　M2吉田拓「品川宿を含む品川エリアの空間構造及びその変遷につい
て」
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　都市工学という広大で終わりのない大地に足を踏み入れてから、早2ヶ月が経ちました。毎日が新しい発見と勉強の連続で、五月病にかかる暇もないままジメジメとした季節に突入…。9階
研究室は本当に暑いですね。真夏はどうなることやら。人にも機械にもやさしい環境づくりをしなくてはいけませんね。多種多様の不安を抱えたままですが、自分の納得いく方角目指して進
んでいきます。今はまだスタートライン付近をぐるぐる回ってる感が否めませんけど。マガジンの編集部員としての大切な任務も、余裕をもってスイスイとこなせるようになる頃には、ちょっ
とは成長してますように。
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先代の坂内編集長から引き継ぎを受け、今
号から塩澤M2がマガジン新編集長となりまし
た。編集長としての抱負は「発行ペースを守
る！」「生の声はそのまま届ける！」「誤字脱
字に気をつける！」との事。
　編集部員も倍増し、英語版発行も開始した
当マガジンは今後益々の充実を目指します。

月末からの米留学を前にして、5月23日、宋珍和D2の壮行会
が開かれた。イベントは主役の秘密裡に企画。何も知らされ
ないまま会場に連れてこられた宋さんは、しばしの別れを惜
しむために集まった20人余りのメンバーに驚き、続いて感激
を静かに滲ませた。2時間あまりも盛り上がった会の中で、野
原・中島両助教や同期の永瀬D2からは熱い激励が、さらに参
加メンバーか全員からは色紙とささやかなプレゼントが送ら
れた。
  留学先のSouth Carolina州・Charlestonは歴史的建造物が
多く残る美しい都市。3ヵ月後の帰国時には、ぜひ山盛りのお
土産話を聞かせていただきたいものです。
　

楊M2から、皆からのメッセージを集めた色紙とプレゼントを
手渡される宋さん。会は楽しく幕を閉じました。

※同じ韓国から
の留学生として、
イルジさん(M2)か
らハングルのメッ
セージをいただ
きました！

宋さんへ、
いつのまにかお姉さんと会ってから、もう 2年も立ちましたよね。
初めに宋さんが来た頃、私が手伝ってあげたのは, 学部の授業などに
関する学校生活について、そして学校近所にある美味しいお店につい
て、教えるくらいでした。
しかし、さすが韓国で修士課程を終えてから来た博士課程の先輩として
宋さんは、私に論文の書き方や、卒業後の就職などについて、人生の
先輩、都市工学徒の先輩として、貴重なお話をしてくれました。もちろ
ん、お世話になったのは私だけではないと思いますけど。
そして、ご期待に背かないで、3ヶ月という長いと言えば長い間、世界
に向く新たな道を歩くことになりました。アメリカだけではなく、世
界の文化遺産を対象にする保全活動の現場をたくさん見て、実際活動
することを信じています。
それでは、いつものようにお元気で行っていらっしゃい。　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イルジ


